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1．はじめに 

国際線エプロン PFI 事業は、東京国際空港の国際

線航空需要への対応を目的とし、わが国初の大型土

木 PFI 事業として空港基本施設、航空保安施設の他、

構内道路や緑地の設計・施工・維持管理をワンパッ

ケージで行うものである。PFI 手法の特長を生かし

ながら、サービス水準の維持を確実に保つよう 25.5

年間の維持管理業務を遂行している。 

本稿では、国際線構内道路地区における緑地の設

計・維持管理方針と現状の取り組みについて述べる。 

2．設計概要 

2.1．設計条件 

 本事業の要求水準書より提示された、性能要求を

表-1、緑化対象用地の面積を表-2 に示す。高木・中

木・低木の植栽面積については「東京都自然保護条

例」に従い、緑化対象用地 A の面積の 3 割とした。 

表-1．性能要求 

 

 

 

 

 

 

表-2．提示条件 

 

 

2.2．設計方針 

① ゾーニング 

国際線構内道路地区の顔作り(写真-1)や季節感の

演出、心地よいシークエンス景観の形成、卓越風か

ら守るバッファ緑地の形成などゾーン毎の整備方針

を表-3 に示すように定めた。 

② 隣接する他の PFI 事業との調和 

旅客ターミナル PFI 事業の緑地との調和を図り、

写真-2に示すように立体駐車場周辺において統一感

のあるボーダー状の植栽とした。 

表-3．ゾーン名称と整備方針 
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写真-1 シンボルゾーン

写真-2 他 PFI 事業との調和図-1．緑地ゾーニング図(国際線構内道路地区) 
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③ 土壌 

土壌調査の結果、現地発生土が pH8.0～9.3 のアル

カリ性土壌であったため中和剤を使用し pH8.0 以下

になるように土壌改良を行った。 

④ 自然環境 

沿岸に面した環境下にあり塩害の被害を受けやす

いため、塩害対策として耐潮性が良い樹木の選定、

地下水との遮断を図る為の通気層の設置、暗渠排水

の設置を行った。 

3．維持管理概要 

3.1．維持管理方針 

 25.5 年間の維持管理期間のうち当初 5 年間は育成

管理とし目標形状に向けて育成を行う。6 年目以降

は抑制管理・間伐とし全体形状を整えていく(図-2)。

また、ゾーン毎の維持管理方針を表-4 に示す。 

 

 

 

図-2．25.5 年間の維持管理計画 

 

表-4．維持管理方針 

 

 

 

 

 

 

3.2．サービス水準 

前述した維持管理方針を達成するため、各管理項

目に対してサービス水準を設定した。例として「樹

木の剪定評価」を表-5 に示す。ゾーン毎の管理方針

に沿って評価 A~C を設定し、C 評価の場合、剪定等

を実施する。 

表-5．サービス水準(樹木の剪定評価)  

 

 

 

 

 

3.3．維持管理実施状況 

前述したように現時点では自然育成の段階で維持

管理開始から 1 年半が経過しており、シークエンス

ゾーンにおいて交通に支障が生じた場合やリズム感

の形成のために、必要に応じて剪定を実施している。

その他作業として樹木の薬剤散布、施肥、芝生育成

（芝刈、目土補充）、除草、潅水、コンポストを行っ

ている。 

3.4．コンポスト 

 発生した刈草等の処分量削減及び堆肥化による有

効利用として、コンポストを実施している。出来上

がったコンポストは芝生育成のための客土、或いは

樹木育成の堆肥として利用する予定である。 

実用前の検討として、発酵促進剤の種類、材料の

種類、コンポスト作成箱の大きさを試験施工により

検証した。検証の結果、切り返し作業が他の促進剤

に比べ軽減できる促進剤の選定、材料としては水分

が少なく裁断しやすい芝が適切であること、また箱

の大きさに関しては 3 ㎥の箱で地区内において利用

するのに十分なコンポストが出来ることがわかった。 

この結果を踏まえて作成したコンポストの成分分

析結果を表-6 に、コンポストの材料(刈芝)及び完成

状況を写真-3 示す。成分及び見た目とも良好なコン

ポストを作成することが出来た。 

表-6．成分分析結果 

 

 

 

 

 

 

  

  

写真-3．使用材料       完成状況     

4．おわりに 

現在は育成段階ということもあり、ゾーン整備方

針に示す緑地帯を形成するには 3 年程度を要し、圃

場から移植したばかりの高中木は、根の発達が十分

でない為、特に夏場の潅水は重要であり、適切な潅

水量の管理が必要である。今後も整備方針及び維持

管理方針に沿った緑地帯となるべく維持管理を遂行

していく所存である。
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